
1.グローバル連携プラットフォーム構築
ゲートウェイ機能強化

①海外・国内の大学・企業等との連携強化
②コアファシリティ整備・国際共同利用促進
③研究支援員育成システム構築

2.世界トップレベル研究拠点形成
④戦略的オープンクラスター構築
⑤次世代クラスター分野創出

3.若手研究者次世代リーダー育成
国際頭脳循環

⑥研究を主宰する若手プレPIポスト創設
⑦次世代リーダーキャリア開発システム構築
⑧海外・国内交流・頭脳循環システム構築

4.産学官金連携イノベーション機能強化
沖縄振興への還元

⑨産学官金コラボレーションシステム構築
⑩社会実装・地域課題解決システム構築
⑪グローバルスタートアップ創出システム構築

5.外部リソース獲得拡充
ハイトラストファンディング弾力化

⑫海外・大型研究グラント獲得体制強化
⑬企業寄附獲得体制・渉外活動強化
⑭ハイトラストファンディング運用弾力化

6.全学的マネジメント改革
大学運営効率化・高度化

⑮学長主導マネジメント体制強化
⑯卓越人材獲得等事務機能高度化
⑰研究支援業務DX推進

採択大学：沖縄科学技術大学院大学（強化を図る機能：①、②、③）

連携大学：慶応義塾大学、琉球大学 参画機関：東北大学、東京大学、大阪大学、九州大学、理化学研究所、ケンブリッ

ジ大学、マックスプランク研究所、スタンフォード大学、カリフォルニア大学サンディエゴ校 スクリップス海洋研究所、ハワイ大学、フラン

ス国立科学研究センター、チャルマース工科大学、オックスフォード大学

取組内容の概要

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

✓ OISTの国際性・先端性・研究資源等が、国内大学・企業・地域等に十分に還元できていない

✓研究者・URA・技術職員・事務職員について、国内大学・企業・地域等との交流が進んでいない

✓沖縄振興や我が国の経済社会への発展への貢献は道半ば

✓国費に依存せず、民間資金等の獲得による財源多様化、自立的財務基盤の確立が急務

設立10 年で研究力国内トップ・世界最高水準であるが、未だ成長過程・発展途上であり、

✓研究組織は「約90PI」と小規模、研究分野も限定的である 【組織規模・分野の制約】

✓国際性豊かであるが故にコミュニケーション確保が難しい側面がある 【言語・文化の壁】

✓ 「沖縄・恩納村」という地理的にアクセスや移動が困難な位置にある 【立地・距離の壁】

課題を克服し、「neXus（繋がる）」を基軸とした大胆な改革を断行すべく、大学ビジョン等グランドデザインを設定

研究力が向上した10年後の大学ビジョン：OIST-neXus 大学ビジョン実現のための戦略（6つの柱・17の取組・連携機関）
◼バイオ・量子研究等における国際的に卓越した拠点機能等を基盤に、大学院

生・ポスドク等若手研究者を含めた全てのOIST研究者・職員の英知や、大学
の有する世界水準の研究リソース・ポテンシャルを発掘・連結させて全学的に横
展開し、組織的取組へと発展、「Curiosity-Driven」の先端学際研究を推進

◼OISTが「日本と世界を繋ぐ架け橋」となり、「沖縄」を起点に、世界・国内の大
学・研究者のシームレスで持続的な国際連携・頭脳循環を促進し、多様な産
学官金パートナーと密接に繋がることで、グローバルワイドなプラットフォーム
「Wider OIST」を構築し、組織規模や立地の制約、言語・文化の壁等を克服
して、研究力・運営基盤を最大化・強靭化

◼世界水準の卓越した研究力や国際性、学際性を抜本的に強化するとともに、
「One World One Health」や「沖縄振興」等、世界的・地域的な課題解決
や破壊的イノベーション創出等を加速化させることで、「21世紀の魅力ある大学
像」を提示して「世界と伍する研究大学」に成長し、「“Best in the World”の
大学」へと飛躍

イノベー
ション

地域
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卓越性

重点強化機能 ⇒ 副次的機能

３つの機能を有機的に連結

世界トップレベルの
研究卓越性追求

ビジョン策定の背景

研究支援体制強化や研究環境整備を図り、先に採択された施設整備事業との相乗効果を創出し、研究活動を海外・国内・沖縄県内に拡張させて
国際頭脳循環や施設・設備の共同利用等を促進するなど、我が国の研究力強化を牽引する研究大学群の一翼を担うべく総力を挙げた改革を断行

（連携大学）慶應義塾大学、琉球大学 ※施設・設備共同利用化、連携支援スタッフ配置等リソース共有化

（参画機関）東北大学、東京大学、大阪大学、九州大学、理化学研究所、ケンブリッジ大学、マックスプランク研究所、
スタンフォード大学、カリフォルニア大学、ハワイ大学、フランスCNRS、チャルマース工科大学、オックスフォード大学

2.世界トップレベル研究拠点形成

3.若手研究者次世代リーダー育成・ 国際頭脳循環

5.外部
リソース
獲得拡充
・ハイトラスト
ファンディング
弾力化

6.全学的
マネジメント
改革
大学運営
効率化
・高度化
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※組織連携強化

4.産学官金連携イノベーション機能強化・沖縄振興への還元

1.グローバル連携プラットフォーム構築・ゲートウェイ機能強化



＜自治体＞
沖縄県、恩納村 他

＜政府関係＞
内閣府沖縄振興局、
沖縄総合事務局、
経済産業省、NEDO、
海洋研究開発機構 他

※沖縄振興策における連携
スタートアップ政策
海洋研究 等

具体的な戦略・取組等の企画
立案・総合調整・評価検証
等を実施
※マネジメント

人材獲得配置

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

【連携機関15機関】
（連携大学2機関）

慶應義塾大学

琉球大学

（参画機関13機関）
＜うち国内5機関＞

東北大学、東京大学、

大阪大学、九州大学、理化学研究所

＜うち海外8機関＞
ケンブリッジ大学、

マックスプランク研究所、

スタンフォード大学、

カリフォルニア大学スクリップス研究所、

ハワイ大学、フランスCNRS、

チャルマース工科大学、

オックスフォード大学

O I S T - n e Xu s戦略推進機構

全体総括責任者 学長：カリン・マルキデス

Global Network

＜企業＞
NTTドコモ、東芝、
サントリーHD、
ソニーCSL、
SCSK、
コランダム・システム・バイオロジー、
ミサワホーム、
3M、ZEISS、
CREATIVE LAB、
Shinetsu、DBIC、
datamix、
YOKOGAWA、Rigaku、
オリオンビール、EFポリマー、
ノバルティスバイオメディカル研究所、
Evonik, 
Cirrus360, 
Boehringer Ingelheim
（連携協議中の企業を含む代表例）

■OIST-neXus戦略実行における「最高意思決定組織」として新設
■学長のリーダーシップの下、OIST構成員が一致団結した「全員参加体制」を構築
■「産学官金連携・アンダーワンルーフ型」の運営により、「組織対組織」の連携を強化して

「対話・共創・協働の場」を創出し、 OIST-neXus戦略を推進、「Wider OIST」を実現
■従来型の形式会議に留まらない、課題・状況等に応じたフレキシブルな運営・迅速な対応

プランニング・ユニット 10名構成

＜構成員：50名規模＞

●戦略実行チーム責任者
●OISTエグゼクティブメンバー
●連携機関代表
●連携企業・金融・VC・自治体代表

※オブザーバー参加も可能

戦略実行総括 プロボスト：エイミー・シェン

※「機構全体会議」に加え、コアメンバーによる
「ステアリングコミッティ会議」、個別課題に対応
した「課題別ワーキンググループ会議」を設置

実行
指示

実行
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状況
報告
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【その他関係機関】
※地域中核大学施設事業関連
沖縄工業高等専門学校、
沖縄県立芸術大学、京都大学、
東京工業大学、筑波大学、一橋大学
ハーバード大学、マサチューセッツ工科大学、
ジェームズクック大学、ソルボンヌ大学、
フランス国立高等研究実習院、
ワイツマン科学研究所、
カタルニアナノサイエンステクノロジー研究所

国際アドバイザリーボード 7名構成

評価検証結果を踏まえた国際パネルによる第3者評価実施
※国内・海外の学識者・経営者等委嘱

戦略実行チーム・関係セクション等
との現場調整・対話・実務サポート
※コーディネート人材獲得配置

ファシリテーション・ユニット10名構成

2つの
ユニットが
連携・協働

現
場
支
援

Global Network
<金融・VC＞
日本政策投資銀行、
ライフタイムベンチャーズ、
ユニゾンキャピタル、
沖縄振興開発金融公庫、
沖縄銀行、
INSPIRE
（連携協議中の機関を含む代表例）

17の取組それぞれに責任者を配置し、
その下に組織横断型チームを編成

産学官金連携機関も各チームに参画
※新たに獲得するURA等スタッフ30名規模参画

※企業・自治体含む連携機関交流ポスト20名配置

※沖縄振興策における連携
スタートアップ創出
地域産業振興 等

※経営支援・投資拡充
スタートアップ創出
研究開発・社会実装推進 等

※共同研究等研究開発・寄附獲得
スタートアップ連携・社会実装等
オープンイノベーション推進
博士人材キャリア開発 等

※研究連携支援
スタッフ配置

※産学連携
コーディネーター配置

配置

OIST-neXus戦略実行チーム 70名規模

O I S T全組織（PI研究ユニット・セクション・ディビジョン等）
沖縄型スタートアップ集積拠点沖縄バイオコミュニティ拠点

量子国際教育研究拠点 J-Innovation HUB地域オープンイノベーション拠点

卓越した拠点機能の融合・学内横展開
グローバル・バイオコンバージェンスイノベーション拠点

「
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ヒト・カネ・モノ・スペース等Academia ヒト・カネ・モノ・スペース等 Industry

Government ヒト・カネ・モノ・スペース等

評価検証
総合調整

現場支援

ヒト・カネ・モノ・スペース等 Finance

実施体制



取組内容の時系列イメージ

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

研究力向上 OIST-neXus 戦
略

助走・準備
期間

基盤強化期間 戦略推進期間 成長加速期間

17の取組 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029~2033年度
①クリティカル・マス実現のための海外・国内の
大学・企業等との連携強化

②世界最高水準のコアファシリティ整備、海外・
国内との共同利用推進

③グローバルに活躍できる研究支援職員育成
システム構築
④戦略的オープンクラスター構築に向けた海
外・国内連携システム整備
⑤次世代クラスター分野創出によるユニット連
携・大学連携強化

⑥若手研究者が研究プロジェクトを主宰する
新たなポスト創設

⑦次世代リーダー育成のためのキャリア開発シ
ステム構築

⑧海外・国内との若手研究者の交流・頭脳循
環を促進するためのシステム構築
⑨外国人研究者と産学官金関係者との対話
促進のためのコラボレーションシステム構築
⑩海外・国内・地域の産学官金との共同研
究・社会実装推進のためのシステム構築

⑪産学官金連携強化によるグローバルスタート
アップ創出システム構築
⑫海外研究グラント・大型研究グラント獲得の
ための体制整備
⑬寄附金等獲得のための海外企業・国内企業
等との連携促進に向けた体制整備
⑭ハイトラストファンディングの運用弾力化・審
査体制強化及び研究成果可視化
⑮学長主導のマネジメント改革促進のための
戦略的組織の整備
⑯副業や人事交流、卓越した事務職員の戦略
的獲得を通じた事務機能の高度化
⑰DX推進による研究支援業務等の効率化・
高度化

評価検証・戦略計画反映等PDCAサイクル実
行

評価検証・国際パネル外部評価実施 評価検証・国際パネル外部評価継続 評価検証・外部評価継続
総括
評価

中間
評価

➣海外・国内からの多様な学術分野の研究者招聘「学際研究推進ビジタープログラム」実施
ビジター100名 ⇒ ビジター300名 ⇒ ビジター600名 ⇒ ビジター800名 ⇒ ビジター1000名

➣OISTと国内連携大学・企業等との連携による「研究者循環型ミラーラボ」整備
2ラボ・40名交流 ⇒ 9ラボ・90名 ⇒ 15ラボ・150名 ⇒ 20ラボ・200名 ⇒ 25ラボ・250名

➣OISTをハブとした海外大学と国内大学の「ゲートウェイ・ジョイントプログラム」実施
2プログラム・20名交流 ⇒ 6プログラム・60名 ⇒ 8プログラム・80名 ⇒ 8プログラム・80名

➣研究力強化戦略の企画立案や実行、評価検証等を実行するための体制・システム構築
連携機関参画2ポスト ⇒ 参画4ポスト ⇒ 参画6ポスト ⇒ 参画8ポスト ⇒ 参画10ポスト

➣副業や高額報酬、人事交流等の多様な手段による優れた事務職員の戦略的な採用・獲得
卓越アドミ・副業7名 ⇒ 卓越副業12名・▲3名 ⇒ 卓越副業19名・▲5名 ⇒ 卓越副業26名・▲7名 ⇒ 卓越副業28名・

▲8名
➣研究支援部門における管理運営業務DX化、学外アクセシビリティ・情報セキュリティ向上

リモートアクセス50件 ⇒ リモート100件 ⇒ リモート200件・▲2名 ⇒リモート300件・▲5名

➣外部資金獲得や地域貢献等多面的評価を行うための審査委員増強・研究データベース整備
再配分2億円 ⇒ 再配分3億円 ⇒ 再配分5億円

➣海外や国内全域への戦略的な交渉・渉外活動等を行う「特別渉外チーム」設置
獲得0.7億円 ⇒ 獲得1億円 ⇒ 獲得1.5億円 ⇒ 獲得2億円 ⇒ 獲得3億円

➣資金獲得のための情報リサーチや申請サポート等を行う「特別支援チーム」設置
獲得2億円 ⇒ 獲得4億円 ⇒ 獲得6億円 ⇒ 獲得10億円 ⇒ 獲得15億円

➣OISTの海外・国内連携機関等とのネットワーク基盤を活かしたスタートアップ創出機能強化
スタートアップ40社 ⇒ スタートアップ45社 ⇒ スタートアップ50社 ⇒ スタートアップ55社 ⇒ スタートアップ60社

➣海外・国内・地域の産学官金との大型共同研究開発に向けた「POCプログラム」実施
プログラム実施2件 ⇒ 実施4件 ⇒ 実施6件・社会実装2 ⇒ 実施6件・社会実装4 ⇒ 実施6件・社会実装6

➣地域関係機関等との連携による「地域課題解決プログラム」実施
プログラム実施2件 ⇒ 実施4件 ⇒ 実施8件・社会実装2 ⇒ 実施8件・社会実装4 ⇒ 実施10件・社会実装8

➣コアファシリティ基盤強化のための「世界最先端研究機器」整備
世界最高5台 ⇒ 世界最高15台 ⇒ 世界最高20台 ⇒ 世界最高25台 ⇒ 世界最高30台

➣コアファシリティ運営・支援体制強化のための「国際共同利用システム」構築
共同利用100名 ⇒ 共同利用200名 ⇒ 共同利用600名 ⇒ 共同利用1000名 ⇒ 共同利用1500名

➣研究支援員対象の「グローバル研修プログラム」実施
受講者34名 ⇒ 受講者36名 ⇒ 受講者68名 ⇒ 受講者70名 ⇒ 受講者70名

➣特定分野における海外・国内大学・研究者・企業開発者との研究連携・拠点形成プログラム
3拠点・研究者60名 ⇒ 3拠点・研究者150名 ⇒ 3拠点・300名 ⇒ 4拠点・400名 ⇒ 4拠点・500名

➣将来的なクラスター候補分野におけるPIユニットと海外・国内等との連携プロジェクト支援
2拠点・研究者40名 ⇒ 3拠点・研究者60名 ⇒ 3拠点・90名 ⇒ 3拠点・90名 ⇒ 3拠点・120名

➣「OIST独立若手主任研究員（プレPI）」制度創設
プレPIポスト2名 ⇒ プレPIポスト4名 ⇒ プレPIポスト6名 ⇒ プレPIポスト8名 ⇒ プレPIポスト8名

➣「卓越若手研究者ビジタープログラム」実施
ビジター20名 ⇒ ビジター40名 ⇒ ビジター60名 ⇒ ビジター80名 ⇒ ビジター100名

➣大学院生・ポスドクを対象とした「革新的トレーニングプログラム」実施
参加者30名 ⇒ 参加者40名 ⇒ 参加者60名 ⇒ 参加者80名 ⇒ 参加者100名

➣大学院生・ポスドク等若手研究者チームによる「自立型研究プロジェクト」実施
参加者20名 ⇒ 参加者30名 ⇒ 参加者40名 ⇒ 参加者50名 ⇒ 参加者50名

➣連携機関との大学院生・ポスドク交流による「頭脳循環促進エクスチェンジプログラム」実施
交流・循環10名 ⇒ 交流・循環20名 ⇒ 交流・循環40名 ⇒ 交流・循環40名 ⇒ 交流・循環60名

➣共同研究等のきっかけとなる産学官金交流・対話促進のための環境・支援体制整備
産学官金交流200名 ⇒ 交流・対話300名 ⇒ 交流・対話600名 ⇒ 交流・対話750名 ⇒交流・対話900名
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スタッフ採用等実行体制・研究設備・制度等整備 組織連携本格化、リソース獲得・取組推進、戦略内容改善充実 戦略・取組 ・リソース大幅拡充・運営自立化

◆
支
援
期
間
終
了
後
、
自
己
財
源
（
獲
得
し
た
外
部
リ
ソ
ー
ス
及
び
学
内
リ
ソ
ー
ス
配
分
見
直
し
等
）
に
よ
り
戦
略
を
継
続
・
拡
大

＜ビジター派遣、ミラーラボ設置・プログラム参画
連携大学（慶應大・琉大）における支援スタッフ配置等＞

＜コアファシリティ共同利用・相互利用
連携大学（琉大）における共同利用設備整備等＞

＜研修参画＞

＜拠点活動参画＞

＜研究者参画＞

＜ビジター派遣等＞

＜プログラム・プロジェクト参画＞

＜若手派遣・受入＞

＜連携機関の役割＞

＜参画＞

＜プログラム参画＞

＜施設・ネットワーク等共有化＞

＜共同申請・ノウハウ共有化＞

＜情報共有化＞

＜審査協力等＞

＜交流ポスト派遣＞

＜リモート利用等＞

＜人事交流等＞

➀研究卓越性

論文被引用度・トッ
プ1％10％論文・
国際共著率・トップ
研究者比率等で世
界トップ大学を超越

ⒶⒷⒸⒹⒺⒻ
ⒼⒽⓆ

②イノベーション

共同研究件数・共
同研究費・スタート
アップ創出数・資金
調達額・社会実装
数等を大幅拡充

ⒶⒾⒿⓀⓁⓂ
ⓃⓄⓅⓆⓇⓈ
ⓉⓊⓋⓌⓍⓎ

③地域貢献

スタートアップ新規
売上・雇用創出・沖
縄県内経済波及効
果・交流人口拡大
経済効果等を創出

ⒶⒾⒿⓀⓁⓂ
ⓃⓄⓅⓆⓇⓈ
ⓉⓊⓋⓌⓍⓎ

最終
評価

学際ビジター研究者2000名

学術分野200分野拡充

ミラーラボ50・研究者500名

ゲートウェイジョイントプログラム30・

研修者交流300名規模

コアファシリティ世界最高

スペック研究機器50台整備

国際共同利用3000名規模

URA・技術員等研究支援員

年間受講者110名規模

世界トップ研究拠点６クラスター整備・

研究者1000名

次世代クラスター3拠点支援・

研究者150名参画

プレPI総数20ポスト整備

連携機関接続4ポスト確保

若手卓越ビジター200名招聘

革新的トレーニング150名

自立型研究プロジェクト 若手研究者

参加100名

若手交流・循環インターン派遣50名・

インターン受入50名

産学官金交流・対話1500名

共同研究費等15億円

POCプログラム実施10件

社会実装10件

地域課題解決プログラム実施20件

社会実装20件

スタートアップ創出100社

資金調達額100億円

国内外グラント申請40億円

国内外グラント獲得20億円

企業等訪問年間600件超

寄附金獲得5億円

ハイトラストファンディング

再配分10億円規模相当

連携機関参画20ポスト

実行スタッフ配置50名規模

卓越アドミニストレーター20名
副業スペシャリスト30名
合理化減▲16名

コアファシリティリモートアクセス600件

効率化減▲10名

次期戦略
策定

アウトカム



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標 Ⓐ 申請時点 ５年後 10年後

①②③
研究グラント獲得額
（海外グラント・地域グラント含）

14億円 29億円（15億円増） 34億円（20億円増）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受講
者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②
neXus オープンセンター拠点整備数（累
計）

－ 1拠点 1拠点 2拠点以上 活動拡大 活動拡大 5拠点以上

①② クラスター分野における大学・企業参画数 － ６機関 24機関 30機関 60機関 80機関 120機関

①② クラスターへの参画研究者数 － 60名 150名 300名 400名 500名 1,000名

①② 次世代クラスター創出数 － 2クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター

①② 次世代クラスター参画研究者数 － 40名 60名 90名 90名 120名 150名

①② ぶりぶしフェロー（累計） － ２ユニット ４ユニット ６ユニット ８ユニット 8ユニット 13ユニット



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 卓越若手ビジター招聘数 － 20名 40名 60名 80名 100名 200名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②
OIST大学院生・ポスドクの国内機関への
インターン派遣数

－ ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①② 国内機関からのインターン受入数 － ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト

①② 副業人材の採用数 － ６名 10名 15名 20名 20名 30名

①② 副業人材の採用による事務合理化 － － ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲4名 ▲6名

①② 「卓越アドミニストレーター」人材の確保数 － １名 ２名 ４名 ６名 ８名 20名

①②
「卓越アドミニストレーター」人材の確保によ
る事務合理化

－ － ▲1名 ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲10名

①②
事務職員交流人事制度による人事交流
数

－ 10名 13名 24名 30名 30名 40名

①② コアファシリティの学外者リモートアクセス数 － － 50件 100件 200件 300件 600件

①②
研究支援管理業務のDX化による人員合
理化数

－ － － － ▲2名 ▲5名 ▲10名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標 Ⓑ 申請時点 ５年後 10年後

①
論文の相対被引用度
※「InCites（Clarivate Analytics
社）」による分析

1.25 ※国内1位 1.7 2.1 

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受講
者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②
neXus オープンセンター拠点整備数（累
計）

－ 1拠点 1拠点 2拠点以上 活動拡大 活動拡大 5拠点以上

①② クラスター分野における大学・企業参画数 － ６機関 24機関 30機関 60機関 80機関 120機関

①② クラスターへの参画研究者数 － 60名 150名 300名 400名 500名 1,000名

①② 次世代クラスター創出数 － 2クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター

①② 次世代クラスター参画研究者数 － 40名 60名 90名 90名 120名 150名

①② ぶりぶしフェロー（累計） － ２ユニット ４ユニット ６ユニット ８ユニット 8ユニット 13ユニット



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 卓越若手ビジター招聘数 － 20名 40名 60名 80名 100名 200名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②
OIST大学院生・ポスドクの国内機関への
インターン派遣数

－ ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①② 国内機関からのインターン受入数 － ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト

①② 副業人材の採用数 － ６名 10名 15名 20名 20名 30名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 副業人材の採用による事務合理化 － － ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲4名 ▲6名

①② 「卓越アドミニストレーター」人材の確保数 － １名 ２名 ４名 ６名 ８名 20名

①②
「卓越アドミニストレーター」人材の確保によ
る事務合理化

－ － ▲1名 ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲10名

①②
事務職員交流人事制度による人事交流
数

－ 10名 13名 24名 30名 30名 40名

①② コアファシリティの学外者リモートアクセス数 － － 50件 100件 200件 300件 600件

①②
研究支援管理業務のDX化による人員合
理化数

－ － － － ▲2名 ▲5名 ▲10名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

機能 アウトカム指標 Ⓒ 申請時点 ５年後 10年後

①
トップ１％論文割合
※「InCites（Clarivate Analytics
社）」による分析

2.22% ※国内1位 3% 4.2%



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受講
者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②
neXus オープンセンター拠点整備数（累
計）

－ 1拠点 1拠点 2拠点以上 活動拡大 活動拡大 5拠点以上

①② クラスター分野における大学・企業参画数 － ６機関 24機関 30機関 60機関 80機関 120機関

①② クラスターへの参画研究者数 － 60名 150名 300名 400名 500名 1,000名

①② 次世代クラスター創出数 － 2クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター

①② 次世代クラスター参画研究者数 － 40名 60名 90名 90名 120名 150名

①② ぶりぶしフェロー（累計） － ２ユニット ４ユニット ６ユニット ８ユニット 8ユニット 13ユニット



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 卓越若手ビジター招聘数 － 20名 40名 60名 80名 100名 200名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②
OIST大学院生・ポスドクの国内機関への
インターン派遣数

－ ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①② 国内機関からのインターン受入数 － ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト

①② 副業人材の採用数 － ６名 10名 15名 20名 20名 30名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 副業人材の採用による事務合理化 － － ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲4名 ▲6名

①② 「卓越アドミニストレーター」人材の確保数 － １名 ２名 ４名 ６名 ８名 20名

①②
「卓越アドミニストレーター」人材の確保によ
る事務合理化

－ － ▲1名 ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲10名

①②
事務職員交流人事制度による人事交流
数

－ 10名 13名 24名 30名 30名 40名

①② コアファシリティの学外者リモートアクセス数 － － 50件 100件 200件 300件 600件

①②
研究支援管理業務のDX化による人員合
理化数

－ － － － ▲2名 ▲5名 ▲10名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

機能 アウトカム指標 申請時点 ５年後 10年後

①
トップ１0％論文割合
※「InCites（Clarivate Analytics
社）」による分析

14.18% ※国内1位 18% 24%



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受講
者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②
neXus オープンセンター拠点整備数（累
計）

－ 1拠点 1拠点 2拠点以上 活動拡大 活動拡大 5拠点以上

①② クラスター分野における大学・企業参画数 － ６機関 24機関 30機関 60機関 80機関 120機関

①② クラスターへの参画研究者数 － 60名 150名 300名 400名 500名 1,000名

①② 次世代クラスター創出数 － 2クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター

①② 次世代クラスター参画研究者数 － 40名 60名 90名 90名 120名 150名

①② ぶりぶしフェロー（累計） － ２ユニット ４ユニット ６ユニット ８ユニット 8ユニット 13ユニット



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 卓越若手ビジター招聘数 － 20名 40名 60名 80名 100名 200名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②
OIST大学院生・ポスドクの国内機関への
インターン派遣数

－ ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①② 国内機関からのインターン受入数 － ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト

①② 副業人材の採用数 － ６名 10名 15名 20名 20名 30名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 副業人材の採用による事務合理化 － － ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲4名 ▲6名

①② 「卓越アドミニストレーター」人材の確保数 － １名 ２名 ４名 ６名 ８名 20名

①②
「卓越アドミニストレーター」人材の確保によ
る事務合理化

－ － ▲1名 ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲10名

①②
事務職員交流人事制度による人事交流
数

－ 10名 13名 24名 30名 30名 40名

①② コアファシリティの学外者リモートアクセス数 － － 50件 100件 200件 300件 600件

①②
研究支援管理業務のDX化による人員合
理化数

－ － － － ▲2名 ▲5名 ▲10名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

機能 アウトカム指標 Ⓓ 申請時点 ５年後 10年後

①
トップ10％論文割合
※「InCites（Clarivate Analytics
社）」による分析

14.18% ※国内1位 18% 24%



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受講
者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②
neXus オープンセンター拠点整備数（累
計）

－ 1拠点 1拠点 2拠点以上 活動拡大 活動拡大 5拠点以上

①② クラスター分野における大学・企業参画数 － ６機関 24機関 30機関 60機関 80機関 120機関

①② クラスターへの参画研究者数 － 60名 150名 300名 400名 500名 1,000名

①② 次世代クラスター創出数 － 2クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター

①② 次世代クラスター参画研究者数 － 40名 60名 90名 90名 120名 150名

①② ぶりぶしフェロー（累計） － ２ユニット ４ユニット ６ユニット ８ユニット 8ユニット 13ユニット



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 卓越若手ビジター招聘数 － 20名 40名 60名 80名 100名 200名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②
OIST大学院生・ポスドクの国内機関への
インターン派遣数

－ ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①② 国内機関からのインターン受入数 － ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト

①② 副業人材の採用数 － ６名 10名 15名 20名 20名 30名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 副業人材の採用による事務合理化 － － ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲4名 ▲6名

①② 「卓越アドミニストレーター」人材の確保数 － １名 ２名 ４名 ６名 ８名 20名

①②
「卓越アドミニストレーター」人材の確保によ
る事務合理化

－ － ▲1名 ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲10名

①②
事務職員交流人事制度による人事交流
数

－ 10名 13名 24名 30名 30名 40名

①② コアファシリティの学外者リモートアクセス数 － － 50件 100件 200件 300件 600件

①②
研究支援管理業務のDX化による人員合
理化数

－ － － － ▲2名 ▲5名 ▲10名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

機能 アウトカム指標 Ⓔ 申請時点 ５年後 10年後

①
国際共著率
※「InCites（Clarivate Analytics
社）」による分析

65.05％ ※国内1位 70% 80%



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受講
者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②
neXus オープンセンター拠点整備数（累
計）

－ 1拠点 1拠点 2拠点以上 活動拡大 活動拡大 5拠点以上

①② クラスター分野における大学・企業参画数 － ６機関 24機関 30機関 60機関 80機関 120機関

①② クラスターへの参画研究者数 － 60名 150名 300名 400名 500名 1,000名

①② 次世代クラスター創出数 － 2クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター

①② 次世代クラスター参画研究者数 － 40名 60名 90名 90名 120名 150名

①② ぶりぶしフェロー（累計） － ２ユニット ４ユニット ６ユニット ８ユニット 8ユニット 13ユニット



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 卓越若手ビジター招聘数 － 20名 40名 60名 80名 100名 200名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②
OIST大学院生・ポスドクの国内機関への
インターン派遣数

－ ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①② 国内機関からのインターン受入数 － ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト

①② 副業人材の採用数 － ６名 10名 15名 20名 20名 30名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 副業人材の採用による事務合理化 － － ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲4名 ▲6名

①② 「卓越アドミニストレーター」人材の確保数 － １名 ２名 ４名 ６名 ８名 20名

①②
「卓越アドミニストレーター」人材の確保によ
る事務合理化

－ － ▲1名 ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲10名

①②
事務職員交流人事制度による人事交流
数

－ 10名 13名 24名 30名 30名 40名

①② コアファシリティの学外者リモートアクセス数 － － 50件 100件 200件 300件 600件

①②
研究支援管理業務のDX化による人員合
理化数

－ － － － ▲2名 ▲5名 ▲10名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

機能 アウトカム指標 Ⓕ 申請時点 ５年後 10年後

①

戦略的オープンクラスター拠点における
トップ１％論文割合
※「InCites（Clarivate Analytics
社）」による分析

－ 3.5% 6.4%



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受講
者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②
neXus オープンセンター拠点整備数（累
計）

－ 1拠点 1拠点 2拠点以上 活動拡大 活動拡大 5拠点以上

①② クラスター分野における大学・企業参画数 － ６機関 24機関 30機関 60機関 80機関 120機関

①② クラスターへの参画研究者数 － 60名 150名 300名 400名 500名 1,000名

①② 次世代クラスター創出数 － 2クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター

①② 次世代クラスター参画研究者数 － 40名 60名 90名 90名 120名 150名

①② ぶりぶしフェロー（累計） － ２ユニット ４ユニット ６ユニット ８ユニット 8ユニット 13ユニット



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 卓越若手ビジター招聘数 － 20名 40名 60名 80名 100名 200名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②
OIST大学院生・ポスドクの国内機関への
インターン派遣数

－ ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①② 国内機関からのインターン受入数 － ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト

①② 副業人材の採用数 － ６名 10名 15名 20名 20名 30名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 副業人材の採用による事務合理化 － － ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲4名 ▲6名

①② 「卓越アドミニストレーター」人材の確保数 － １名 ２名 ４名 ６名 ８名 20名

①②
「卓越アドミニストレーター」人材の確保によ
る事務合理化

－ － ▲1名 ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲10名

①②
事務職員交流人事制度による人事交流
数

－ 10名 13名 24名 30名 30名 40名

①② コアファシリティの学外者リモートアクセス数 － － 50件 100件 200件 300件 600件

①②
研究支援管理業務のDX化による人員合
理化数

－ － － － ▲2名 ▲5名 ▲10名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

機能 アウトカム指標 Ⓖ 申請時点 ５年後 10年後

①

戦略的オープンクラスター拠点の
PI相当職におけるトップ2％研究者割合
※「Stanford大学・Ioannidis」による分
析

－ 28% 42%



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受講
者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②
neXus オープンセンター拠点整備数（累
計）

－ 1拠点 1拠点 2拠点以上 活動拡大 活動拡大 5拠点以上

①② クラスター分野における大学・企業参画数 － ６機関 24機関 30機関 60機関 80機関 120機関

①② クラスターへの参画研究者数 － 60名 150名 300名 400名 500名 1,000名

①② 次世代クラスター創出数 － 2クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター

①② 次世代クラスター参画研究者数 － 40名 60名 90名 90名 120名 150名

①② ぶりぶしフェロー（累計） － ２ユニット ４ユニット ６ユニット ８ユニット 8ユニット 13ユニット



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 卓越若手ビジター招聘数 － 20名 40名 60名 80名 100名 200名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②
OIST大学院生・ポスドクの国内機関への
インターン派遣数

－ ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①② 国内機関からのインターン受入数 － ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト

①② 副業人材の採用数 － ６名 10名 15名 20名 20名 30名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 副業人材の採用による事務合理化 － － ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲4名 ▲6名

①② 「卓越アドミニストレーター」人材の確保数 － １名 ２名 ４名 ６名 ８名 20名

①②
「卓越アドミニストレーター」人材の確保によ
る事務合理化

－ － ▲1名 ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲10名

①②
事務職員交流人事制度による人事交流
数

－ 10名 13名 24名 30名 30名 40名

①② コアファシリティの学外者リモートアクセス数 － － 50件 100件 200件 300件 600件

①②
研究支援管理業務のDX化による人員合
理化数

－ － － － ▲2名 ▲5名 ▲10名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

機能 アウトカム指標 Ⓗ 申請時点 ５年後 10年後

① 研究者の研究時間増加率 － 5% 10%



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受講
者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②
neXus オープンセンター拠点整備数（累
計）

－ 1拠点 1拠点 2拠点以上 活動拡大 活動拡大 5拠点以上

①② クラスター分野における大学・企業参画数 － ６機関 24機関 30機関 60機関 80機関 120機関

①② クラスターへの参画研究者数 － 60名 150名 300名 400名 500名 1,000名

①② 次世代クラスター創出数 － 2クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター

①② 次世代クラスター参画研究者数 － 40名 60名 90名 90名 120名 150名

①② ぶりぶしフェロー（累計） － ２ユニット ４ユニット ６ユニット ８ユニット 8ユニット 13ユニット



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 卓越若手ビジター招聘数 － 20名 40名 60名 80名 100名 200名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②
OIST大学院生・ポスドクの国内機関への
インターン派遣数

－ ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①② 国内機関からのインターン受入数 － ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト

①② 副業人材の採用数 － ６名 10名 15名 20名 20名 30名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 副業人材の採用による事務合理化 － － ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲4名 ▲6名

①② 「卓越アドミニストレーター」人材の確保数 － １名 ２名 ４名 ６名 ８名 20名

①②
「卓越アドミニストレーター」人材の確保によ
る事務合理化

－ － ▲1名 ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲10名

①②
事務職員交流人事制度による人事交流
数

－ 10名 13名 24名 30名 30名 40名

①② コアファシリティの学外者リモートアクセス数 － － 50件 100件 200件 300件 600件

①②
研究支援管理業務のDX化による人員合
理化数

－ － － － ▲2名 ▲5名 ▲10名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標 Ⓘ 申請時点 ５年後 10年後

②③ 共同研究費受入額 1.3億円 9億円 13億円

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受
講者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

機能 アウトカム指標 Ⓙ 申請時点 ５年後 10年後

②③
共同研究費受入1件1000万円以上比
率

25% 40% 50%



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受
講者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

機能 アウトカム指標 Ⓚ 申請時点 ５年後 10年後

②③ 共同研究件数 12件 60件 100件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受
講者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

機能 アウトカム指標 Ⓛ 申請時点 ５年後 10年後

②③ 受託研究費受入額 0.8億円 2.8億円 4億円



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受
講者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

機能 アウトカム指標 Ⓜ 申請時点 ５年後 10年後

②③ 受託研究件数 10件 30件 50件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受
講者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

機能 アウトカム指標 Ⓝ 申請時点 ５年後 10年後

②③ スタートアップ創出数 37社 60社 100社



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受
講者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

機能 アウトカム指標 Ⓞ 申請時点 ５年後 10年後

②③ スタートアップ資金調達額 2億円 50億円 100億円



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受
講者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

機能 アウトカム指標 Ⓟ 申請時点 ５年後 10年後

②③
社会実装創出数
（研究特許化・製品の商品化等）

202件 350件 500件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受
講者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標 Ⓠ 申請時点 ５年後 10年後

①②③
産学官金参画機関数
（新規拡充数）

－ 200機関 400機関

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受講
者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②
neXus オープンセンター拠点整備数（累
計）

－ 1拠点 1拠点 2拠点以上 活動拡大 活動拡大 5拠点以上

①② クラスター分野における大学・企業参画数 － ６機関 24機関 30機関 60機関 80機関 120機関

①② クラスターへの参画研究者数 － 60名 150名 300名 400名 500名 1,000名

①② 次世代クラスター創出数 － 2クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター 3クラスター

①② 次世代クラスター参画研究者数 － 40名 60名 90名 90名 120名 150名

①② ぶりぶしフェロー（累計） － ２ユニット ４ユニット ６ユニット ８ユニット 8ユニット 13ユニット



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①② 卓越若手ビジター招聘数 － 20名 40名 60名 80名 100名 200名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②
OIST大学院生・ポスドクの国内機関への
インターン派遣数

－ ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①② 国内機関からのインターン受入数 － ５名 10名 20名 20名 30名 50名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト

①② 副業人材の採用数 － ６名 10名 15名 20名 20名 30名

①② 副業人材の採用による事務合理化 － － ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲4名 ▲6名

①② 「卓越アドミニストレーター」人材の確保数 － １名 ２名 ４名 ６名 ８名 20名

①②
「卓越アドミニストレーター」人材の確保によ
る事務合理化

－ － ▲1名 ▲2名 ▲3名 ▲4名 ▲10名

①②
事務職員交流人事制度による人事交流
数

－ 10名 13名 24名 30名 30名 40名

①② コアファシリティの学外者リモートアクセス数 － － 50件 100件 200件 300件 600件

①②
研究支援管理業務のDX化による人員合
理化数

－ － － － ▲2名 ▲5名 ▲10名



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

機能 アウトカム指標 Ⓡ 申請時点 ５年後 10年後

②③ 寄附金受入額 0.2億円 3億円 5億円



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受
講者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

機能 アウトカム指標 Ⓢ 申請時点 ５年後 10年後

②③ 大学発スタートアップ新規売上額 －円 1.9億円 7.8億円



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受
講者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

機能 アウトカム指標 Ⓣ 申請時点 ５年後 10年後

②③ 大学発スタートアップ新規雇用創出数 －人 46人 172人



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受
講者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

機能 アウトカム指標 Ⓤ 申請時点 ５年後 10年後

②③ 大学発スタートアップ新規雇用に伴う税収 －円 1,840万円 6,880万円



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受
講者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

機能 アウトカム指標 Ⓥ 申請時点 ５年後 10年後

②③
沖縄県内経済波及効果（売上額バイオ
関連）

60億円 70億円 83億円



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受
講者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

機能 アウトカム指標 Ⓦ 申請時点 ５年後 10年後

②③ 沖縄県内雇用者数（バイオ関連） 340人 420人 570人



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受
講者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

機能 アウトカム指標 Ⓧ 申請時点 ５年後 10年後

②③ 交流人口創出数
3,000人

（うち県外1,600人・海外
800人）

12,000人
（うち県外6,000人・海外

3,000人）

18,000人
（うち県外10,000人・海外

4,000人）



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受
講者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③
ビジタープログラム研究者
招聘数（国内外）

20名 100名 300名 600名 800名 1,000名 2,000名

①②③
ビジタープログラム招聘分野
※「Web of Science」分野区分

4分野 20分野 40分野 60分野 80分野 100分野 200分野

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同研究数

－ 20件 70件 150件 200件 250件 500件

①②③
ビジタープログラムを通じた
共同論文発表数

－ 10本 30本 70本 100本 120本 250本

①②③
研究者循環型ミラーラボの
整備数

－ 2ラボ 9ラボ 15ラボ 20ラボ 25ラボ 50ラボ

①②③
研究者循環型ミラーラボの
研究者交流数

－ 40名 90名 150名 200名 250名 500名

①②③ ゲートウェイ・ジョイントプログラム実施数 － － 2プログラム 6プログラム 8プログラム 8プログラム 30プログラム

①②③
ゲートウェイ・ジョイントプログラム研究者交
流数

－ － 20名 60名 80名 80名 300名

①②③ 世界最先端研究機器の整備 2台 5台 15台 20台 25台 30台 30台

①②③ コアファシリティ外部利用者数 60名 100名 200名 600名 1,000名 1,500名 3,000名

機能 アウトカム指標 Ⓨ 申請時点 ５年後 10年後

②③
交流人口創出に伴う経済効果（消費
額）

5.6億円 21億円 30億円



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①②③ コアファシリティ共同利用連携機関数 － － ４機関 ６機関 ８機関 10機関 20機関

①②③
技術支援スタッフトレーニングプログラム受
講者数（年間）

－ ５名 ５名 10名 10名 10名 20名

①②③
コアファシリティ研修プログラムの学外参加者
数（年間）

－ 34名 50名 75名 100名 125名 160名

①②③
研究支援職対象のサマーキャンプ参加者
数（年間）

－ － 40名 70名 70名 80名 110名

①②③ 革新的トレーニングプログラム参加者数 － 100名 120名 150名 180名 230名 300名

①②③ 自立型研究プロジェクト参加者数 － 20名 30名 40名 50名 50名 100名

①②③ 産学官金マッチングへの外部参画者数 － 100名 200名 400名 500名 600名 1,000名

①②③
産学官金マッチングへのOIST研究者参画
者数

－ 100名 100名 200名 250名 300名 500名

①②③ POCプログラム実施件数 － ２件 ４件 ６件 ６件 ６件 10件

②③ 地域課題解決プログラム実施件数 － ２件 ４件 ８件 ８件 10件 20件

②③ 大学発スタートアップと企業との連携数 25件 30件 40件 60件 80件 100件 200件



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②③ スタートアップ関連イベント参加者数 600名 800名 900名 1,000名 1,200名 1,500名 3,000名

②③ 企業・団体・篤志家・投資家訪問件数 100件 100件 200件 300件 400件 600件

①②③ 研究リソース再配分反映割合 － － － 2% 3% 5% 10%

①②③
戦略実行チームへの人事交流ポスト設置
数

－ ２ポスト ４ポスト ６ポスト ８ポスト 10ポスト 20ポスト



共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：①）
【共通指標区分：研究成果に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

オープンセンターの設置・発展状況 1（整備中）
2以上のオープンセンター
が
活動拡大

5以上のオープンセンター
が活動拡大し、OISTのハ
イレベルな変革的領域を
網羅。外部資金の確保、
生産性、連携、インパクト
において、効率的な運営
を確保。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

トップクラス論文数・被引用率 N/A ~660本/年

~700本/年
被引用回数Top 1％論
文 = 3.2%
被引用回数Top 10％
論文 = 20%



共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：①）

【共通指標区分：外部からの資金獲得に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

日本の大学のベンチマークとしての海外グラント獲得システ
ム構築状況

グラントオフィスの強化
（国際グラント獲得のた
めの新メンバーの募集、機
関グラントのポストアワード
機能強化）。
OIST研究者の申請支援
を通じて、日本の大学が
対象となる新たな国際助
成の機会を調査・開拓す
る。
連携機関、J-PEAKS 採
択機関との草の根連携に
より情報共有、連携可能
性の検討を進める。

採択前と採択後の両機
能をカバーする専任の国
際助成金・ポストアワード
チームを擁する外部資金
担当組織の設置完了。
連携機関、J-PEAKSの
採択校との連携や職員交
流を通じて、日本の大学
が利用可能な国際グラン
トの機会に関するノウハウ、
ベストプラクティス、リストを
引き続き共有する。

連携や職員交流を通じて、
日本の大学が利用可能
な国際グラントの機会に
関するノウハウ、ベストプラ
クティス、リストを引き続き
共有する。
J-PEAKSやその他の機関
助成金を通じて築いた
ゲートウェイプログラム・パー
トナーとの共同助成金申
請を引き続き主導する。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

外部資金調達金額・外部資金比率
N/A 39億円/年

20%以上
42億円/年
20%以上



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②-1）
【共通指標区分：新しい価値の創造に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

日本の大学が日本の産業界に貢献するためのベンチマーク
としての知財管理体制の構築状況

海外のベストプラクティスを
基準としたテンプレートライ
センス契約を導入し、商
業化交渉を強化する。

商業化のためのプロセスと
方針をOISTが開発、改
良し標準化する。

OISTが開発・改良し標
準化された商業化のため
のプロセスと方針が、他の
日本の大学によって共有・
活用されていく。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

OISTの新5か年計画OIST Strategy 2024-2029の
ミッションエリア「変革的イノベーション」の関連指標を元に、
10年後の目標を設定。国際的な連携等で生み出された
知的財産を大学の発展に利活用し、かつ、日本の産業振
興に貢献する。そのための高度で複雑な知財マネジメント
体制の構築について、本学が試行錯誤して最適な体制・
仕組みを構築する過程で培うノウハウ等について、機関連
携やJ-PEAKS採択機関間での横の連携を通じて、国内
の大学に展開していくことを想定し設定。モデルケースとなる
知財の商業化数を指標として設定。5か年計画では、5年
後の教員数が100名となった後、2030年代まで組織規
模の拡大は現時点で織り込まないこととなっているが、定性
的指標で示した通り、10年後にはOISTが開発・改良し
標準化された商業化のためのプロセスと方針が、他の日本
の大学に共有・活用されていく姿を目指すとともに、本学単
独でも毎年10件の商業化が持続可能な土台作りを進め
ていく。

N/A 8件/年 10件/年

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②-2）

【共通指標区分：社会実装に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

学術以外の研修の充実
学術界キャリア向けプロ
フェッショナルキャリアデベロ
プメント立ち上げ

産業界キャリア向けプロ
フェッショナルキャリアデベロ
プメントの追加、就職フェ
ア開発、就職活動研修、
豊富なインターンシップ・プ
ログラムの構築

産業界キャリア向けプロ
フェッショナルキャリアデベロ
プメント、就職フェア、就職
活動研修、豊富なイン
ターンシップ・プログラムの
質の向上

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

沖縄県内のOIST関連スタートアップ（累計） N/A 累計53件 累計100件

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②-3）

【共通指標区分：国際的な活動に関する指標】

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

OISTのゲートウェイ、日本と世界の大学間の研究協力に
おけるベストプラクティスの触媒としての機能を強化する

過去からの活動に引き続
き、国際的な学術・産学
連携を充実化。国内連
携に関する全体的な動き
としては、一部の事務機
能とコアファシリティで、研
修や職員交流・情報交
換を開始した。

引き続き、国際的な学
術・産学連携を充実化。
産業界を含む国内外の
協力機関、J-PEAKS採
択校間との連携・マッチン
グ、研修、職員交流・情
報交換を通じて、国際共
同研究のノウハウやベスト
プラクティスの共有を継続
する。

J-PEAKSを通して繋がっ
た機関を含む、協力機関
間の連携、研修、職員交
流・情報交換を通じて、
国際共同研究のノウハウ
やベストプラクティスの共有
を継続する。
J-PEAKSを通して繋がっ
たゲートウェイプログラムの
パートナーとの国際・共同
グラント申請を主導してい
く。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

オープンセンターの整備数
N/A (センター立ち上げ2
年後）

活動拡大
オープンセンターの
運用：5



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：③）
【共通指標区分：地域課題解決に向けた取組に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

サステイナブル・エネルギー実証テストベッドの進捗 構想策定
テストベッドをOISTキャン
パスの外にも拡大

島嶼環境の持続可能な
解決策を推進する集いの
場としてテストベッドが広く
認知されている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

沖縄県等との連携によって自治体の施策につながった件数 0 4件/年 10件/年

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：③）
【共通指標区分：経済効果に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

沖縄県内自治体とのパートナーシップ

アウトリーチは沖縄全体で
行っているが、パートナー
シップはOISTキャンパス周
辺のいくつかの自治体に集
中している。企業や自治
体との枠組み協定を導入
し多面的な協力を促進す
る。

科学・教育アウトリーチプ
ログラムの質の維持・向上
を継続する。地域の課題
解決に貢献するため、自
治体の課題をOISTの研
究者やコアファシリティに結
びつけるマッチングの仕組
みを構築する。またOIST
のリーダーシップと専門知
識を通じて、持続可能な
エネルギーという沖縄の社
会的ニーズを満たすための
産学官連携を確立する。

科学・教育アウトリーチプ
ログラムの質の維持・向上
を継続する。 地域の課
題解決に貢献するため、
OISTを含む県内研究機
関の研究者やコアファシリ
ティと自治体の課題を結
びつけるマッチングの仕組
みを構築し、OISTにおけ
る複数の産学官連携が、
沖縄社会の課題解決や
ニーズ充足を目指すアウト
リーチの模範となっている。

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

沖縄県内のOIST関連スタートアップによる雇用創出 N/A 100 250

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）


